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注意と警告: ここで提供されるﾂｰﾙは高電圧の使用を伴い、不正使用の場合に感電死に至る
かもしれません。Atmelは使う前に応用と開発ﾂｰﾙを理解するために資料全体を通して読むこ
とを勧告します。Atmelはこれらの開発ﾂｰﾙから結果としての損害に対して何の義務も責任も
持ちません。
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第1章

序説
AVR® ATAVTMC200評価ｷｯﾄの取得おめでとう御座います。本資料はAT90PWM3専用の
ATAVRMC200ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄに含まれる基板を説明します。

1.1 概要 ATAVRMC200はAC誘導電動機制御専用の評価ｷｯﾄです。このｷｯﾄは評価基板と実演ｿﾌﾄｳｪ
ｱを含みます。これは使用者に対して3相非同期誘導電動機の制御に対するAT90PWM3®ﾏｲ
ｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの能力の素早い評価を可能にします。

本ｷｯﾄは開発基盤としても扱えます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを容易にする低価格AVR開発ﾂｰﾙとC言語で書
かれたｿｰｽ ｺｰﾄﾞは、開発者によって自身の電動機制御応用へ容易に再利用できます。

注: この評価ｷｯﾄはAC誘導電動機を含まず、電動機は別に購入することができます。

図1-1. ATAVRMC200

1.2 ATAVRMC200の
 特徴

ATAVRMC200は以下の特徴を提供します。

■　AT90PWM3-16SQ SO32ﾃﾞﾊﾞｲｽ (2.7～5.5V)
■　AC誘導電動機用電力ﾌﾞﾘｯｼﾞ (最大電力370W)
■　組み込みAC/DC電源
■　ﾊｰﾄﾞｳｪｱ温度検出
■　ﾊｰﾄﾞｳｪｱ過電流検出
■　基板上の電圧安定器(5V)
■　AVR Studio® ｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (注1)
■　緑LEDによる電源表示
■　ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE用ISPｺﾈｸﾀ
■　ﾁｯﾌﾟ上の実装書き込み(ISP)用光絶縁ISPｺﾈｸﾀ (将来使用に予約)
■　光絶縁されたUARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
■　ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ : 内蔵RC発振器のみ
■　多数の検査用入出力点
■　光絶縁された3つの感知器用入力
■　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ相互作用のための1つの調整器、2つの押し釦、2つのLED
■　110/230V(50/60Hz)または48V DCの推奨動作電圧
■　電源EMC濾波器組み込み
■　0～70℃の動作温度範囲
■　基板寸法 : 200mm×100mm

注1: AT90PWM3はAVR Studio® 4.12SP2版またはそれ以降によって支援されます。これの更
新情報とその他のAVRﾂｰﾙ製品については、Atmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄを調べてください。AVR 
Studio®、AVRﾂｰﾙ、この使用者の手引きの最新版はAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://www.atm 
el.com のAVR部で得られます。

http://www.atmel.com
http://www.atmel.com
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第2章

開始に際して
本節はMC200にAC電動機をどう接続して組み込みｿﾌﾄｳｪｱを走らせるかを説明します。

PWM3部は3相AC電動機の走行を可能にするﾌｧｰﾑｳｪｱで、既にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされて(書かれて)い
ます。

注: 220V AC電動機に対してはMC200基板が220V ACで給電されなければならず、110V AC 
電動機に対してはMC200基板が110V ACで給電されなければなりません。

下記のように電動機をJ2ｺﾈｸﾀのU,V,Wに接続してください。

J2
WVU

下記のように電力を接続してください。相線をJ1の3番(PH)に、中位線をJ1の2番(N)に、接地
をJ1の1番(GND)に接続してください。

J1
NPH

電源をONにして実演を楽しんでください。
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第3章

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

3.1 構成図 図3-1. ATAVRMC200構成図

15V DC

AC/DCｺﾈｸﾀ

5V DC

ISP

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE
ISP

RS232

感知器
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光絶縁部
AT90PWM3

押し釦・LED
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駆
動
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電流と温度を還元
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(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ専用)

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE
ISP

ISP
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3相
非同期
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電動機

3.2 電源

3.2.1 電源 電力供給元はJ1ｺﾈｸﾀでの110～230V ACでなければなりません。

AC供給元から基板電力へ3つの異なる電圧が生成されます。

・ 電動機相用のVDC=325V DC (入力元として220V ACで)
・ 駆動部制御用のVBridge=15V DC
・ CPU電源用のVDD=5V DC

LED1はVBridge電力がATAVRMC200へ印加されているとき、常に点灯します。

ﾏｲｸﾛｺｰﾄﾞ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ段階の最中、使用者はJ1ｺﾈｸﾀ(PHとNへの接続)を通して直接
VDC=48V DCを給電しなければならず、これはｵｼﾛｽｺｰﾌﾟでの信号調査とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽ(J3)を使ってAT90PWM3ﾃﾞﾊﾞｲｽに対するﾏｲｸﾛｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを可能にします。

警告: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関してJ3ｺﾈｸﾀを通してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREまたはISPを使う時に、
基板はAC 110～220Vではなく、DC 48Vでの給電でなければなりません。

図3-2. 電源ｺﾈｸﾀ

LED1
J1

NPH
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ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

3.3 ISP/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE
 ｺﾈｸﾀ

ATAVRMC200には標準AVR ISPﾂｰﾙを使って、新しいｺｰﾄﾞでﾃﾞﾊﾞｲｽの再書き込みを可能に
する6ﾋﾟﾝISPｺﾈｸﾀ(J3)があります。この同じｺﾈｸﾀは標準AVRﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｺﾈｸﾀとしても使うこと
ができます。

図3-3. ISP/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE ｺﾈｸﾀ位置

1番ﾋﾟﾝ

表3-1. J3ﾋﾟﾝ配置

ﾋﾟﾝ番号 信号

1 MISO

2 VCC 5V

SCK3

MOSI4

/RESET5

GND6

ISPｺﾈｸﾀを使うﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾂｰﾙについての詳細情報に関しては「ATAVRMC200のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ」章を参照してください。

警告: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関してJ3ｺﾈｸﾀを通してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREまたはISPを使う時に、
基板はAC 110～220Vではなく、DC 48Vでの給電でなければなりません。

3.4 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対話処理 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成者を手助けするためにATAVRMC200基板は使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに利用可能な2
つの押し釦、1つの可変抵抗器、2つのLEDを持ちます。

図3-4. 利用可能な対話処理機能の位置

LED
可変抵抗器

押し釦

表3-2. 利用可能な対話処理機能用AT90PWM3ﾋﾟﾝ番号

ﾋﾟﾝ番号 要素信号名

7 PC1 ｽｨｯﾁ SW1

10 PC2 ｽｨｯﾁ SW2

PC311 LED2

14 PE1 LED3

PC626 可変抵抗器 P1

3.5 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ温度超過
 検出

MOSFET駆動回路は組み込み温度抵抗器を持ち、この専用出力はAT90PWM3のADC入力
に接続されいて、温度超過を防ぎます。
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ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

3.6 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ過電流検出 電動機の各相への電流はA/D変換器を使ってﾊｰﾄﾞｳｪｱによって制御され、過電流発生時の
全MOSFETのOFF切り換えを可能にします。基準電圧はAT90PWM3のD/A変換器を通じて
生成されます。この信号は電流基準や電動機回転始動時の突入電流のような事象に対する
基準調節として使われます。

3.7 光絶縁領域 ATAVRMC200基板は基板が110/220V ACによって給電された時に基板への外部接続を可
能にする(下図の灰色の)光絶縁された領域を持ちます。

3.7.1 UART光絶縁 光絶縁されたUART(J7ｺﾈｸﾀ)はAT90PWM3のRXDとTXDに接続され、全二重通信を可能に
します。使用者はATAVRMC200をﾊﾟｿｺﾝまたは端末に接続するのに9線ｹｰﾌﾞﾙを使えるかもし
れません。

UARTはRTSとCTSﾋﾟﾝを使ってﾊﾟｿｺﾝ(相手側)によって自己給電されており、この理由のた
め、UARTは(ﾊｰﾄﾞｳｪｱ)流れ(ﾌﾛｰ)制御なしで使われなければなりません。

表3-3. J7ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

ﾋﾟﾝ番号 接続先

1 N.C.

2 PWM3のTXD

PWM3のRXD3

DTR4

GND5

N.C.6

RTS7

N.C.8

N.C.9

図3-5. 光絶縁領域とUARTｺﾈｸﾀの位置

UARTｺﾈｸﾀ
光絶縁領域(灰色)

3.7.2 光絶縁された
 感知器入力

ATAVRMC200は感知器接続に使うことができる光絶縁された3つの入力を持ちます。J5ｺﾈｸﾀ
はこの入力専用です。既定での光絶縁領域はJ4ｺﾈｸﾀを使って給電されなけれなりません
が、入力信号がﾌｫﾄｶﾌﾟﾗを直接駆動するのに充分な電力を持っているなら、J5を通す電力は
任意で、(J4ｺﾈｸﾀが)使われない場合は各入力に関連するP-FETを迂回するために基板上で
半田ﾊﾟｯﾄﾞが短絡されなければなりません(回路図参照)。

1番ﾋﾟﾝ

J4電源ｺﾈｸﾀ

感知器入力用J5ｺﾈｸﾀ

表3-4. J5ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

ﾋﾟﾝ番号 信号

1 VCC

2 GND

入力23

入力14

入力05

3.7.3 ISP光絶縁 使わないでください。将来の拡張用に予約されています。
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ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

3.8 検査点 ATAVRMC200基板には設計開発とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の検査点があります。

以下の表は全検査点を要約し、詳細情報については回路図を参照してください。

表3-5. 検査点一覧

検査点番号 回路図頁番号信号名

TP1 GND 2/2頁

TP2 VDC 2/2頁

VBridgeTP3 2/2頁

TP4 VDD 2/2頁

GNDTP5 2/2頁

TP6 WH 2/2頁

VHTP7 2/2頁

TP8 UH 2/2頁

WLTP9 2/2頁

VLTP10 1/2頁

TP11 UL 2/2頁

PC7TP12 2/2頁

TP13 IV 2/2頁

CAPT0TP14 2/2頁

IUTP15 2/2頁

図3-6. ATAVRMC200検査点位置

TP3/VBridgeTP1/GNDTP2/VDC
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第4章

ATAVRMC200のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
注: 警告 ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは基板が110Vまたは230Vで給電されている時に使われてはなりま

せん。これは48V DCを使って給電されなければなりません。

4.1 実装書き込み
 (In-Syntem Programming)

AT90PWM3は特定のSPI直列接続を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。本章はこの書き込
み器の接続方法を説明します。

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM(とISPでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ可能な全てのﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄ任意選択)は、個別
または順次自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ任意選択でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

警告: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞが許可されている場合にAVRISPは使えません。ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞWIRE許可ﾋｭｰｽﾞが禁止されている場合、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREﾋｭｰｽﾞを許可するために
JTAGICEmkⅡがISP動作で使われなければなりません。

4.1.1 AVRISPまたは
 AVRISPmkⅡ
 書き込み器での
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

AVRISP(またはAVRISPmkⅡ)書き込み器はAT90PWM3応用開発に対する小型で容易な使用
の実装書き込みﾂｰﾙです。小型のため、既存応用の現場更新に対しても優秀なﾂｰﾙです。
AVRISP(またはAVRISPmkⅡ)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはAVR Studioに統合されています。

AVRISP(またはAVRISPmkⅡ)書き込み器を使ってﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図4-1.で示
されるようにATAVRMC200のISPｺﾈｸﾀに6芯ｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

注: 情報についてはAVR Studioｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟをご覧ください。

図4-1. AVR ISP書き込み器からのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

VTG
MOSI
GND

MISO
SCK
RST

1

ISP

ISPｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

2

4.1.2 STK500での
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

AT90PWM3はAVR StudioのSTK500ｿﾌﾄｳｪｱで直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(ISP)を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする
ことができます。このｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(外部目的ｼｽﾃﾑの実装書き込み)はAVR Studioに統
合されています。

STK500からISPを使ってﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図4-2.で示されるようにSTK500基板
上のISP6PINｺﾈｸﾀとATAVRMC200のISPｺﾈｸﾀ間を6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続してください。

STK500基板はATAVRMC200基板のAT90PWM3に充分な電力を配給し、故にSTK500とで使
われる時にATAVRMC200基板の供給は必要ありません。

注: 情報についてはAVR Studioｵﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟをご覧ください。
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ATAVRMC200のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

図4-2. STK500からのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM(とISPでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ可能な全てのﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄ任意選択)は、個別
または順次自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ任意選択でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

4.1.3 AVR JTAGICEmkⅡ
 使用のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

AT90PWM3はJTAGICEmkⅡｴﾐｭﾚｰﾀを使って、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE動作でもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることが
できます。この動作でのAT90PWM3はJTAGICEmkⅡが切断されている時にだけ、ｺｰﾄﾞの走
行を始めます。全てのｿﾌﾄｳｪｱはAVR Studioで利用可能です。

図4-3. JTAGICEmkⅡからのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
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ATAVRMC200のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

4.2 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ AT90PWM3はJTAGICEmkⅡだけを使ってATAVRMC200でのｴﾐｭﾚｰﾄを可能にする、ﾁｯﾌﾟ上
の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを持ちます。

警告: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞが許可されている場合、AVRISPは使えません。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
WIRE許可ﾋｭｰｽﾞが禁止されている場合、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREﾋｭｰｽﾞを許可するためにJTAGIC 
EmkⅡがISP動作で使われなければなりません。
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第5章

基本試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
AtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄのAVR494とAVR495応用記述をご覧ください。
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第6章

障害対策の指針
表6-1. 障害対策の指針

問題 対処原因

電力供給なし
電力供給元を調べてください。ﾋｭｰｽﾞを調
べてください

ATAVRMC200が動
かず、LED1が消灯
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第7章

技術的仕様
■ 装置形状

 ・ 物理外形(基板のみ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  200×100×50 mm
 ・ 重量(基板のみ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  351 g

■ 動作条件

 ・ 供給電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  110～230 V AC
 ・ 動作温度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  0～70 ℃
 ・ 最大電力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  370W
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第8章

技術支援

技術的な問い合わせは avr@atmel.com にお願い致します。問い合わせに際しては次に示す
情報も併せてご連絡ください。

■ AVR Studioの版番号 (これはAVR StudioのﾒﾆｭｰからHelp⇒Aboutで得られます。)

■ ATAVRMC200基板のﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号 (基板上に記載)

■ ﾊﾟｿｺﾝのOS名と版、構築番号

■ ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾛｾｯｻ型式とｸﾛｯｸ速度

■ 問題点の詳細説明

mailto:avr@atmel.com
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第9章

全回路図

以下にATAVRMC200改訂2の次の資料が示されます。

■ 実装図
■ 全回路図
■ 部品表

図9-1. 実装図 部品面(左側)と半田面(右側)
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図9-2. 回路図 (1/3)
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図9-3. 回路図 (2/3)
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図9-4. 回路図 (3/3)

A

8

AB
BC

CD
D

8
7 7

66
5 5

44
3 3

22
1 1

T
it
le

S
iz

e
D

o
cu

m
en

t 
N

u
m

b
er

R
ev

D
at

e:
S
h
ee

t
o
f

A
T

A
V

R
M

C
2
0
0

B

<
T

it
le

>

A
3

3
3

M
o
n
d
ay

, 
Ju

n
e 

2
0
, 

2
0
0
5

A
T

M
E
L

V
C

C

絶
縁

絶
縁

R
5
7
 6

8
0
 0

8
0
5

J8
D

B
9
S

J2
9

S
T

R
A

P
 5

.0
8
M

M

R
7
6

6
8
0

0
8
0
5

J4
JA

C
K

_L
D

0
2
.0

2

C
B

1

R
5
9

3
.9

K
0
8
0
5

U
9

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
5
0

1
0
2

0
8
0
5

S

G

D

Q
2
 F

D
V

3
0
4
P
 S

O
T

2
3

R
5
5
 1

0
K

0
8
0
5

R
5
4

1
0
K

0
8
0
5V

C
C

C
A

P
T

0

R
5
6

3
.9

K
0
8
0
5

V
C

C
R
6
3
 6

8
0
 0

8
0
5

C
B

2

U
1
1

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
5
1

1
0
2

0
8
0
5

S

G

D

Q
3
 F

D
V

3
0
4
P
 S

O
T

2
3

R
6
1
 1

0
K

0
8
0
5

R
6
0

1
0
K

0
8
0
5V

C
C

R
6
2

3
.9

K
0
8
0
5

C
B

5
C

A
P
T

1

V
C

C
R
6
7
 6

8
0
 0

8
0
5

C
B

3

U
1
2

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
5
2

1
0
2

0
8
0
5

S

G

D

Q
4
 F

D
V

3
0
4
P
 S

O
T

2
3

R
6
5
 1

0
K

0
8
0
5

R
6
4

1
0
K

0
8
0
5V

C
C

C
A

P
T

2

R
6
6

3
.9

K
0
8
0
5

V
C

C
R
7
1
 6

8
0
 0

8
0
5

U
1
3

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
5
3

1
0
2

0
8
0
5

S

G

D

Q
5
 F

D
V

3
0
4
P
 S

O
T

2
3

R
6
9
 1

0
K

0
8
0
5

R
6
8

1
0
K

0
8
0
5V

C
C

R
S
T

R
7
0

3
.9

K
0
8
0
5

12

J9
T

H
IN

_2
_5

4
M

M

V
C

C
R
7
8
 6

8
0
 0

8
0
5

U
1
5

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
5
5

1
0
2

0
8
0
5

S

G

D

Q
6
 F

D
V

3
0
4
P
 S

O
T

2
3

R
7
3
 1

0
K

0
8
0
5

R
7
2

1
0
K

0
8
0
5V

C
C

T
X

D

R
7
5

3
.9

K
0
8
0
5

V
C

C
R
8
1
 6

8
0
 0

8
0
5

U
1
6

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
5
6

1
0
2

0
8
0
5

S

G

D
Q

7
F
D

V
3
0
4
P

S
O

T
2
3

R
8
0
 1

0
K

0
8
0
5

R
7
9

1
0
K

0
8
0
5V

C
C

R
X

D

R
8
2

3
.9

K
0
8
0
5

2
1

3

D
1
4
 B

A
V

7
0
 S

O
T

2
3

V
D

D

21 3 4 5

CB4

J5
B

L
O

C
K

_4
P
T

S
_T

H
IN

_7
_6

2
m

m

V
C

C

G
N

D

入
力

2

入
力

1

入
力

0

V
C

C

J7

2 4 6

1 3 5

IS
P

V
C

C

1 2 3V
C

C

2 3 4 56 7 8 91

U
1
4

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

21
3

D
1
1

B
Z
X

8
4
-
C

1
2

S
O

T
2
3

D12
BAV70
SOT23

21
3

D13
BAV70
SOT23 R74 3K

0805

R
7
7

1
0
K

0
8
0
5

C
5
4

1
0
2

0
8
0
5

N
.C

.
N

.C
.

T
X

D
R
T

S
R
X

D
N

.C
.

D
T

R
N

.C
.

G
N

D

U
8

T
L
P
1
8
1

C
M

S

1 3

6 4

C
4
9

1
0
2

0
8
0
5

V
C

C

R
5
8

6
8
0

0
8
0
5

M
IS

O

T
X

D

V
D

D

V
D

D

V
C

C

J2
2

S
T

R
A

P
 5

.0
8
M

M

J2
7

S
T

R
A

P
 5

.0
8
M

M

V
C

C

J3
0

S
T

R
A

P
 5

.0
8
M

M

J2
8

S
T

R
A

P
 5

.0
8
M

M
J3

1
S
T

R
A

P
 5

.0
8
M

M

V
D

D

絶
縁

領
域



ATAVRMC200 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ 使用者の手引き 21

全回路図

9.1 部品表

表9-2. 5V,15V電源部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
U1 IR2153S (電源駆動器) 1 SO8 IR

1U2 LM1117DT-5.0 (5V電圧調整器) D-PAK
1 SO8U3 LM431ACM (基準電圧)

National
National

1 D-PAKQ1 IRFR420A (500V 3.3A N-ch MOSFET)
3 SMAD2,3,6 RS1J (ﾌｧｰｽﾄ ﾘｶﾊﾞﾘ 電力ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ)

1 PLCC2LED1
QTLP670C-2またはHSMS-A100-J00J1
(赤LED SMD)

IR
Fairchild

Fairchildまたは
Agilent

1 SOD110D17 BZX284-C15 (15Vﾂｪﾅｰ ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ) Philips

1R1 100kΩ 1.5W-1% 2512
1R3 22Ω 1/8W-1% 0805
1R7 1.8kΩ 1/8W-1% 0805

2512
0805
0805

1R2 3.9kΩ 1/8W-1% 0805 0805
2R4,6 5.1kΩ 1/8W-1% 0805 0805
1R5 11kΩ 1/8W-1% 0805 0805
1 0805C12 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)
3 0805C5,8,9 0.1µF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)
1 固有C11 ECA1VM100 (10µF 35V電解 ﾗｼﾞｱﾙ) Panasonic
1 固有C10 ECA1VM221 (220µF 35V電解 ﾗｼﾞｱﾙ) Panasonic
1 固有C7 ECA1VM102 (1000µF 35V電解 ﾗｼﾞｱﾙ) Panasonic
1 固有L2 ELC08B 470µH 400mA (8.5Φ,p5.0) Panasonic
1 固有L4 ELC08B 4.7mH 550mA (18Φ,p7.5) Panasonic

未実装

表9-1. 電源部 部品表

1 固有RV1 SIOV-S14K275 (ﾊﾞﾘｽﾀ 275VAC 0.6W)

2 固有C1,2
ECQU2A105ML (ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ金属ｸﾗｽX2
1µF 250VAC 22.5mm)

1 固有LI
WE-CMB系744824101
(1mH 250VCA同相入力ﾁｮｰｸ)

1J1 GMKDS3/3-7.62 (3P端子台ｺﾈｸﾀ)

Epcos

Panasonic

Wurth

Phoenix Contact

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
D1 SB104 (ﾌﾞﾘｯｼﾞ ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 10A) 1 固有 Taiwan Semi.

1R102 180Ω 1/4W-1% 1206 1206
3 1206R98,99,103 150kΩ 1/4W-1% 1206

1 固有C3
LLS2G471MELC
(470µF 400V電解 ﾗｼﾞｱﾙ)

Nichicon

1F1 10A 250VCA遅延ﾋｭｰｽﾞ (5×20mm)
1F1 ﾋｭｰｽﾞ ﾎﾙﾀﾞ (5×20mm)
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表9-3. FSAM10SH60A電力部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者

U4
FSAM10SH60
(600V 10A 3相IGBT Hﾌﾞﾘｯｼﾞ電力部)

1 SPM32-AA Fairchild

1U17 74HC04AD SO14
R89,90,91実装時、
未実装

3 SMAD7,8,9 RS1J (ﾌｧｰｽﾄ ﾘｶﾊﾞﾘ 電力ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ) Fairchild
3 2512R15,18,21 0.05Ω 2W-1% 2512
3 1216R8,12,19 20Ω 1/4W-1% 1206
1 1216R13 51Ω 1/4W-1% 1206
3 0805R89,90,91 0Ω 1/8W-1% 0805 U17未実装時、実装

7
R10,16,23,30,31,
35,36

100Ω 1/8W-1% 0805 0805

2R14,17 390Ω 1/8W-1% 0805 0805

7
R9,11,20,24,26,27,
28

4.7kΩ 1/8W-1% 0805 0805

3R92,93,94 10kΩ 1/8W-1% 0805 0805U17未実装時、実装
1R22 22kΩ 1/8W-1% 0805 0805

7
C16,20,27,31,32,
34,36

1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ) 0805

1 0805C25 0.033µF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)

10 0805
C13,15,17,19,21,
22,24,26,29,58

0.1µF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)

1 固有C57
ECQU2A224ML (ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ金属ｸﾗｽX2
0.22µF 250VAC 15mm)

Panasonic

4 固有C14,18,23,28 ECA1VM221 (220µF 35V電解 ﾗｼﾞｱﾙ) Panasonic
1 固有J2 GMKDS3/4-7.62 (4P端子台ｺﾈｸﾀ) Phoenix Contact
1U4 SCHWA408放熱板 (H:35,L:88,I:31mm)

U4 熱ｸﾞﾘｽ 1
2U4 ﾋﾞｽ (M4×30mm)
2U4 ﾜｯｼｬ (M4)

表9-4. IRAMX10UP60A電力部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者

U19
IRAMX10UP60A
(600V 10A 3相Hﾌﾞﾘｯｼﾞ統合電力部)

1 固有 IR

1U17 74HC04AD SO14
R89,90,91実装時、
未実装

3 2512R15,18,21 0.05Ω 2W-1% 2512
3 1216R25,33,95 0Ω 1/4W-1% 1206
3 0805R89,90,91 0Ω 1/8W-1% 0805 U17未実装時、実装
6R10,16,23,30,31,36 100Ω 1/8W-1% 0805 0805
6R9,11,20,24,26,27 4.7kΩ 1/8W-1% 0805 0805
3R22 6.8kΩ 1/8W-1% 0805 0805

U17未実装時、実装 1R92,93,94 10kΩ 1/8W-1% 0805 0805
6C16,20,27,32,34,36 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ) 0805
5 0805C15,19,24,29,58 0.1µF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)

1 固有C57
ECQU2A224ML (ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ金属ｸﾗｽX2
0.22µF 250VAC 15mm)

Panasonic

4 固有C14,18,23,28 ECA1VM221 (220µF 35V電解 ﾗｼﾞｱﾙ) Panasonic
1 固有J2 GMKDS3/4-7.62 (4P端子台ｺﾈｸﾀ) Phoenix Contact

100mmU19 0S550放熱板 (H:58.6,L:100,I:31.8mm)
U19 熱ｸﾞﾘｽ 1

2U19 ﾋﾞｽ (M4×10mm)

AAVID THERMALLOY
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表9-6. 電流検出(2)-演算増幅部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
U6 LMV324M (全振幅4回路演算増幅器) 1 SO14 National

3R38,41,45 100Ω 1/8W-1% 0805 0805

9 0805
R37,40,42,44,46,
47,50,51,53

1kΩ 1/8W-1% 0805

3 0805R32,39,43 3.9kΩ 1/8W-1% 0805
6 0805C42,46,47,59,60,61 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)
2 0805C40,48 0.1µF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)

表9-5. 電流検出(1)-直接部 部品表

3 0805C42,46,47 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
R6,84,88 1.5kΩ 1/8W-1% 0805 3 0805

3R83,85,87 10kΩ 1/8W-1% 0805 0805
3 0805R40,44,47 47kΩ 1/8W-1% 0805

表9-7. 電流検出(3)-差動部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
R85 0Ω 1/8W-1% 0805 1 0805

4R44,48,96,97 1kΩ 1/8W-1% 0805 0805
2 0805C44,46 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ)

表9-8. ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
U5 AT90PWM3 1 SO32 Atmel

2D15,16 BZX84-C5V1 (5.1V ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ) SOT23

2 PLCC2LED2,3
QTLP670C-4または
HSMM-A100-S00J1RS1J (緑LED SMD)

Fairchildまたは
Agilent

3 0805R29,34,52 1kΩ 1/8W-1% 0805
2 0805R100,101 22kΩ 1/8W-1% 0805
1 0805R49 100kΩ 1/8W-1% 0805
1 固有P1 3386F-TW (10kΩ 1/2W可変抵抗器)
3C30,43,45 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ) 0805
5C35,37,38,41,62 0.1µF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ) 0805
1C39 4.7µF 6V ﾀﾝﾀﾙ A外囲器
1L3 0.0047µH 600mA ｲﾝﾀﾞｸﾀ 0603
2SW1,2 3CTH9 (ﾀｸﾄ ｽｨｯﾁ) 固有
2 固有J12,32 2.54mm 2P ｺﾈｸﾀ (ｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟｽﾄ)
2J12,32 上記用ｼﾞｬﾝﾊﾟｿｹｯﾄ
1 固有J3 2.54mm 2列×3P ｺﾈｸﾀ

Bourns

MEC
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表9-9. 絶縁領域部 部品表

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
U8,9,11～16 TLP181 (ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ) 8 SO 東芝

6Q2～7 FDV304P (P-ch MOSFET) SOT23 Fairchild
1 SOT23D11 BZX84-C12 (12V ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞ)

Phoenix Contact

3 SOT23D12,13,14 BAV70 (A-K-A 2個入りﾀﾞｲｵｰﾄﾞ)
6 0805R55,61,65,69,73,80 0Ω 1/8W-1% 0805

8 0805
R57,58,63,67,71,
76,78,81

680Ω 1/8W-1% 0805

7 0805
R56,59,62,66,70,
75,82

1kΩ 1/8W-1% 0805

1R74 3kΩ 1/8W-1% 0805 0805

7
R54,60,64,68,72,
77,79

10kΩ 1/8W-1% 0805 0805

1C54 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ) 0805
0(7)C49,50～53,55,56 1000pF 50V X7R (ｾﾗﾐｯｸ) 0805未実装
1J5 MKDS1/5-3.81 (5P端子台ｺﾈｸﾀ) 固有
1J6 2.54mm 2列×3P ｺﾈｸﾀ 固有
1 固有J7 LD02.02 (2.1Φ電源ｺﾈｸﾀ)
1 固有J8 DB9S (L型)
1 固有J9 2.54mm 2P ｺﾈｸﾀ (ｼﾞｬﾝﾊﾟﾎﾟｽﾄ)

EEE

1J9 上記用ｼﾞｬﾝﾊﾟｿｹｯﾄ

表9-10. PCB

数量ｼﾝﾎﾞﾙ名 外囲器型式 備考 製造業者
基板 MC4FR4 2VE 1.6mm 35µm 200×100mm 1
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